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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第26期
第１四半期
累計(会計)期間

第27期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第26期

会計期間

自　平成20年
　　　10月1日
至　平成20年
　　 12月31日

自　平成21年
　　　10月1日
至　平成21年
　　 12月31日

自　平成20年
　　　10月１日
至　平成21年
　　　９月30日

売上高 (千円) 554,002 598,9882,209,736

経常損失（△） (千円) △77,961 △34,961 △72,982

四半期(当期)純損失（△） (千円) △79,709 △35,875△153,567

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) △1,139 ─ ─

資本金 (千円) 949,601 ─ ─

発行済株式総数 ㈱ 35,211 ─ ─

純資産額 (千円) 786,002 775,907 802,193

総資産額 (千円) 3,084,5322,367,8772,525,219

１株当たり純資産額 (円) 22,805.1622,512.2523,274.92

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △2,312.71△1,040.91△4,455.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 　 ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 25.5 32.8 31.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △319,184△21,974△508,032

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 683,991 96,921 338,959

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △95,004 △97,400△372,124

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,314,774455,205 478,056

従業員数 (名) 49 45 47

(注)  1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2　第26期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、1株当たり当期純損失であり、また、希薄化効果を有

する潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 3　第26期第1四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純

損失であり、また、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載しておりません。　 

 4　第27期第1四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 5　第26期第2四半期より（四半期）連結財務諸表を作成しているため、第27期第1四半期連結累計（会計）期間及

び第26期については、「持分法を適用した場合の投資利益」「資本金」「発行済株式総数」を記載して

おりません。また第26期第1四半期累計（会計）期間については、連結財務諸表を作成していないため、提出会

社の経営指標等を記載しております。
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２ 【事業の内容】

　当第1四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内

　容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

（1）連結会社における状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 45

(注) 1 従業員数は就業人員であります。

　　 2 臨時雇用者数については、当該臨時雇用者数が従業員の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

（2）提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 45

(注)　1　従業員数は就業人員であります。

　　　2　臨時雇用者数については、当該臨時雇用者数が従業員の10％未満であるため、記載を省略しております。

EDINET提出書類

株式会社イメージワン(E02922)

四半期報告書

 3/23



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　前第2四半期より、（四半期）連結財務諸表を作成しているため、前年同期比較についての記載は

行っておりません。

(1) 生産実績

当社はシステムインテグレータであり、生産設備を保有していないため、該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

医療画像事業 311,157 79,324

衛星画像事業 103,458 583,280

セキュリティ・ソリューション事業 9,846 7,551

合計 424,462 670,156

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 販売高(千円)

医療画像事業 350,173

衛星画像事業 240,580

セキュリティ・ソリューション事業 8,235

合計 598,988

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

東京医療化学㈱ 103,25017.24％

コニカミノルタヘルスケア㈱     79,74013.31％

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては、重要な変更はありませ

　ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

平成21年9月期第2四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第1四半期は非連結業績となり

ますが、当第1四半期連結会計期間（自　平成21 年10月1日　至　平成21年12月31日）の連結決算による業績

の影響は軽微であるため、前年同期の非連結業績と比較しております。

当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、金融危機後世界経済に不安が残る中、アジア向けを中

心に輸出は増加し生産活動は持ち直しつつありますが、国内向け事業は引き続き厳しい状態にあります。

このような厳しい環境の中で、当社のコア事業である医療画像事業、衛星画像事業とも前年同期売上実績

を上回る成果をあげた結果、売上高は、598百万円となり前年同期比8.1％増加しました。

営業損失は44百万円となり、前年同期比1百万円改善しました。経常損失は34百万円となり、前年同期比42

百万円の改善、また四半期純損失は35百万円となり、前年同期比43百万円の改善となりました。

　
事業の種類別セグメント概況は以下の通りです。
　
医療画像事業

医療画像事業の当第1四半期連結会計期間の売上高は350百万円、営業利益は19百万円となり、前年同期売

上高311百万円を38百万円上回りましたが、前年同期営業利益63百万円より43百万円下回りました。増収の

主な要因は、前期の投資効果の結実（東北営業所の開設、24時間365日対応のコールセンター開設等）と医

療画像市場の成長による商談件数の順調な増加によるものです。

当第2四半期以降は放射線科統合情報システム市場への本格的参入等により、営業利益率は改善の見込み

です。

　
衛星画像事業

衛星画像事業の当第1四半期連結会計期間の売上高は240百万円、営業損失は5百万円となり、前年同期売

上高219百万円を21百万円上回りました。営業損失も前年同期21百万円より17百万円改善しました。

増収、利益改善の主な要因は、昨年から取り組んでいる衛星画像事業部の改革が実を結びつつあることに

よります。特に最重要案件として強力に推進している農業分野向けSＡＲ画像事業が大きく貢献したことに

よるものです。

また計測機器についても、既存顧客である官公庁・研究機関以外に市場拡大を図った結果、民間分野への

販売が増加したことも増収、利益改善に寄与した要因となりました。

　
セキュリティ・ソリューション事業

セキュリティ・ソリューション事業の当第1四半期連結会計期間の売上高は8百万円、営業損失は1百万円

となり、前年同期売上高23百万円を15百万円下回りましたが、営業損失については前年同期とほぼ同額とな

りました。

　

（2）財政状態の分析

平成21年9月期第2四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比較は記載しておりま

せん。

　
（資産）

流動資産は、1,670百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金の555百万円、受取手形及び売掛金354

百万円、前渡金656百万円等であります。
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固定資産は、697百万円となりました。主な内訳は、無形固定資産259百万円、投資有価証券264百万円等で

あります。

この結果、当第1四半期連結会計期間末の資産合計は、2,367百万円となりました。

　
（負債）

流動負債は、1,252百万円となりました。主な内訳は、買掛金193百万円、1年内返済予定の長期借入金369百

万円、前受金588百万円等であります。

固定負債は、339百万円となりました。主な内訳は、社債80百万円、長期借入金258百万円等であります。

この結果、当第1四半期連結会計期間末の負債合計は、1,591百万円となりました。

　
（純資産）

純資産は、775百万円となりました。主な内訳は、資本金949百万円、資本剰余金92百万円、利益剰余金△127

百万円、自己株式△111百万円等であります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、455百万円とな

りました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は21百万円となりましたが、これは増収基調に伴う売上債権の増加による

支出82百万円、仕入債務の増加による収入65百万円及び税金等調整前四半期純損失34百万円（前年同期税

引前四半期純損失77百万円）等によるものです。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は96百万円となりました。これは主として、定期預金の払戻による収入100

百万円、無形固定資産の取得による支出2百万円等によるものです。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は97百万円となりました。これは主として、長期借入金の返済による支出97

百万円によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第1四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　当第1四半期連結会計期間の研究開発費はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画していた設備計画には、重要な変更はあ

りません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000

計 140,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年2月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,211 35,211

大阪証券取引所
（ ニ ッ ポ ン ・
ニュー・マーケッ
ト－「ヘラクレ
ス」市場）

単元株制度を採用しておりま
せん。

計 35,211 35,211 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年12月31日 ─ 35,211 ─ 949,601 ─ 92,599

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年9月30日の株主名簿により記載しております。
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① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 （自己保有株式）
普通株式   745  

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  34,46634,466 同上

単元未満株式 ― ― 同上

発行済株式総数 35,211 ― ―

総株主の議決権 ― 34,466 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社イメージ　ワン

東京都新宿区西新宿
二丁目７番１号

新宿第一生命ビル12階
745 ─ 745 2.11

計 ― 745 ─ 745 2.11

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　10月

　
　11月

　
　12月

最高(円) 18,30017,99025,600

最低(円) 14,52014,30015,400

(注)　株価は、大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」市場におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

（2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

（3）前第1四半期（自　平成20年10月1日　至　平成20年12月31日）については（四半期）連結財務諸表を

作成していないため、「四半期損益計算書」「四半期キャッシュ・フロー計算書」を「四半期連結損益計

算書」「四半期連結キャッシュ・フロー計算書」の次に記載しております。よって以下に掲げる「四半期

連結損益計算書」「四半期連結キャッシュ・フロー計算書」については、前年同期比較を行っておりませ

ん。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第1四半期累計期間（平成20年10月1日か

ら平成20年12月31日まで）に係わる四半期財務諸表について、並びに、当第1四半期連結会計期間(平成21年

10月1日から平成21年12月31日まで)及び当第1四半期連結累計期間(平成21年10月1日から平成21年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表について、明誠監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 555,205 678,056

受取手形及び売掛金 354,480 271,599

商品 53,660 72,705

前渡金 656,465 739,162

その他 50,817 73,022

貸倒引当金 △482 △654

流動資産合計 1,670,148 1,833,894

固定資産

有形固定資産 ※1
 13,506

※1
 14,130

無形固定資産 ※2
 259,902

※2
 257,897

投資その他の資産

投資有価証券 264,484 357,818

その他 159,836 61,478

投資その他の資産合計 424,320 419,297

固定資産合計 697,729 691,325

資産合計 2,367,877 2,525,219

負債の部

流動負債

買掛金 193,206 127,752

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 369,600 386,100

未払法人税等 3,221 5,976

前受金 588,419 706,701

その他 58,240 34,962

流動負債合計 1,252,688 1,301,493

固定負債

社債 80,000 80,000

長期借入金 258,400 339,300

退職給付引当金 881 2,232

固定負債合計 339,281 421,532

負債合計 1,591,970 1,723,026
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 949,601 949,601

資本剰余金 92,599 92,599

利益剰余金 △127,482 △91,607

自己株式 △111,949 △111,949

株主資本合計 802,768 838,644

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △26,861 △36,450

評価・換算差額等合計 △26,861 △36,450

純資産合計 775,907 802,193

負債純資産合計 2,367,877 2,525,219
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(2)【四半期連結損益計算書】
【当第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 598,988

売上原価 471,292

売上総利益 127,696

販売費及び一般管理費 ※1
 172,396

営業損失（△） △44,699

営業外収益

受取利息 2,320

受取配当金 90

為替差益 12,617

持分法による投資利益 372

その他 686

営業外収益合計 16,086

営業外費用

支払利息 4,785

支払手数料 1,562

その他 0

営業外費用合計 6,348

経常損失（△） △34,961

特別利益

貸倒引当金戻入額 172

特別利益合計 172

特別損失

固定資産除却損 31

特別損失合計 31

税金等調整前四半期純損失（△） △34,821

法人税、住民税及び事業税 1,054

法人税等合計 1,054

四半期純損失（△） △35,875

EDINET提出書類

株式会社イメージワン(E02922)

四半期報告書

13/23



【前第１四半期累計期間】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 554,002

売上原価 405,014

売上総利益 148,988

販売費及び一般管理費

給料及び手当 85,480

その他 109,913

販売費及び一般管理費合計 195,394

営業損失（△） △46,406

営業外収益

受取利息 4,833

その他 971

営業外収益合計 5,805

営業外費用

支払利息 7,481

為替差損 27,649

その他 2,228

営業外費用合計 37,360

経常損失（△） △77,961

特別利益

貸倒引当金戻入額 17

特別利益合計 17

税引前四半期純損失（△） △77,944

法人税、住民税及び事業税 1,765

法人税等合計 1,765

四半期純損失（△） △79,709
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【当第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △34,821

減価償却費 4,365

貸倒引当金の増減額（△は減少） △172

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,350

受取利息及び受取配当金 △2,410

支払利息 4,785

為替差損益（△は益） 397

持分法による投資損益（△は益） △372

有形固定資産除却損 31

売上債権の増減額（△は増加） △82,880

たな卸資産の増減額（△は増加） 19,044

仕入債務の増減額（△は減少） 65,454

前受金の増減額（△は減少） △118,282

前渡金の増減額（△は増加） 82,697

その他 43,890

小計 △19,621

利息及び配当金の受取額 6,176

利息の支払額 △4,237

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,292

営業活動によるキャッシュ・フロー △21,974

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △750

無形固定資産の取得による支出 △2,328

定期預金の払戻による収入 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 96,921

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △97,400

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,400

現金及び現金同等物に係る換算差額 △397

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △22,851

現金及び現金同等物の期首残高 478,056

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 455,205
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【前第１四半期累計期間】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △77,944

減価償却費 979

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68

独占販売権契約損失引当金の増減額（△は減
少）

△80,449

受取利息及び受取配当金 △4,833

支払利息 7,098

為替差損益（△は益） 57,939

売上債権の増減額（△は増加） △31,639

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,254

仕入債務の増減額（△は減少） △167,055

その他 △16,371

小計 △320,478

利息及び配当金の受取額 9,798

利息の支払額 △6,219

法人税等の支払額 △2,284

営業活動によるキャッシュ・フロー △319,184

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 700,000

有形固定資産の取得による支出 △881

無形固定資産の取得による支出 △15,127

投資活動によるキャッシュ・フロー 683,991

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △95,000

配当金の支払額 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,004

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 211,863

現金及び現金同等物の期首残高 1,102,911

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,314,774

EDINET提出書類

株式会社イメージワン(E02922)

四半期報告書

16/23



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年10月1日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年10月1日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年10月1日　至　平成21年12月31日)

１　たな卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末に係る実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

また、たな卸資産の簿価切下げにあたっては、収益性の低下が明らかなたな卸資産についてのみ正味売却価額を

見積もり、簿価切下げを行っております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年10月1日　至　平成21年12月31日)

(連結納税制度の適用) 

当第1四半期連結会計期間より連結納税制度を適用しています。 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年9月30日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額　   31,946千円

 
※2　無形固定資産の内訳　
　　　　　　　　　　    ソフトウェア  34,667千円
　　　　　　　    ソフトウェア仮勘定  56,955千円
画像データならびに同作成権及び販売権 166,200千円
　　　　　　　　　　    　電話加入権   2,079千円　

※1　有形固定資産の減価償却累計額　   31,215千円

 
※2　無形固定資産の内訳
　　　　　　　　　　    ソフトウェア   4,261千円
                  ソフトウェア仮勘定  85,355千円
画像データならびに同作成権及び販売権 166,200千円　
                          電話加入権   2,079千円　
 

　

EDINET提出書類

株式会社イメージワン(E02922)

四半期報告書

17/23



(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月1日 
   至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月1日 
   至　平成21年12月31日)

　　特記事項はありません。
 

 

　　※1　販売費及び一般管理費の主なもの 
　　　　　　　役員報酬　　　　　　　　15,210千円
　　　　　　　給料及び手当　　　　　　71,427千円
　　　　　　　地代家賃　　　　　　　　17,126千円 
 

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月1日 
   至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月1日 
   至　平成21年12月31日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,314,774千円

預入期間が３か月超の定期預金 ─

現金及び現金同等物 1,314,774千円
 

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 555,205千円

預入期間が３か月超の定期預金 △100,000千円

現金及び現金同等物 455,205千円

 
（注）前第2四半期より（四半期）連結財務諸表を作成しているため、前第1四半期累計期間については、提出会社

　　　の現金及び預金、現金及び現金同等物を記載しております。

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第1四半期連結累計期間(自　平成21年10月1日　

至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 35,211

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 745

　

３　新株予約権等に関する事項

　　 該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　　　　該当事項はありません。
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、

　　　配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後となるもの　
　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

  該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（四半期）連結財務諸表を作成していないため、該当事項はありません。

　

当第1四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　 医療画像事業 衛星画像事業
セキュリティ
事       業

計
消 去 又 は
全       社

連結

　 　　　(千円) 　　　(千円) 　　　(千円) 　　　(千円) 　　　(千円) 　　　(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

350,173240,580 8,235 598,988 ― 598,988

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 350,173240,580 8,235 598,988 0 598,988

営業利益又は営業損失 (△) 19,754△5,070 △1,084 13,599△58,299△44,699

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 医療画像事業・・・・・医療画像保管・配信・表示システム、マンモ検診向けシステム

(2) 衛星画像事業・・・・・衛星画像、ソフトウェア、計測機器

(3) セキュリティ事業・・・自動復帰型トラップ式フェンスセンサ

　

【所在地別セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（四半期）連結財務諸表を作成していないため、該当事項はありません。

当第1四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店が存在しないため、該当事項はありませ
ん。
　

【海外売上高】

前第1四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

（四半期）連結財務諸表を作成していないため、該当事項はありません。

当第1四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

当社の所有する有価証券は、当社の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、為替予約取引及び金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しており

ますので注記の対象から除いております。
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(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)　

前第1四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

　

関連会社に対する投資金額 29,400千円

持分法を適用した場合の投資の金額 92,403千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 △1,139千円

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年9月30日)

　 　

　 22,512円25銭
　

　 　

　 23,274円92銭
　

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月1日 
　 至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月1日 
　 至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △2,312円71銭

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい
ては、1株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を
有する潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失　　　　　　　△1,040円91銭　
なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額について
は、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

(注)　1　前第2四半期より（四半期）連結財務諸表を作成しているため、前第1四半期累計期間については、提出会

 　社の1株当たり四半期純損失を記載しております。

2　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月1日 
   至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年10月1日 
　 至　平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △79,709 △35,875

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △79,709 △35,875

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 34,466 34,466

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

─ ─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社イメージワン(E02922)

四半期報告書

21/23



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年2月13日

株式会社イメージ　ワン

取締役会　御中

　

明誠監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　村　　嘉　　伸　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　澤　　研　　二　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイ

メージ　ワン株式会社の平成20年10月1日から平成21年9月30日までの第26期事業年度の第１四半期累計期間

(平成20年10月1日から平成20年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損

益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イメージ　ワンの平成20年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報 

　重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成21年1月30日開催の取締役会において、子会社の設立を決議し

た。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年2月12日

株式会社イメージ　ワン

取締役会　御中

　

明誠監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　武    田　  剛　　      印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　澤　　研　　二　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社イメージ ワンの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イメージ ワンの平成21年12月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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